
マゼノ渓谷　秋の深まりとともに紅葉も進んでいます。開放予定日：11 月 15 日（日）頃まで
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いざという時のために。Ө 「河川監視カメラ」Өのご案内Ө
Ө

河川監視カメラは、警報発令時や警報発令が予想される際など状況に応じて、ケーブルテ

レビ１０チャンネルで放映しているもので、皆様に河川の（増水）状況をリアルタイムでお伝えす

る防災を目的としたものです（ライトを設置しておりますので夜間もご覧いただけます）。Ө

この度、７月豪雨による被害を踏まえ、河川監視カメラを４箇所増設（既存の５箇所と併せて

計 ԃ箇所）するとともに、南小国町公式ホームページでも見れるようになりました。Ө

Ө

■増設箇所Ө

・田の原川（黒川温泉）Ө ・・・丸鈴橋付近Ө

・小田川（白川）Ө ・・・白川温泉バス停前Ө

・田の原川（高鼻）Ө ・・・高鼻バス停前Ө

・満願寺川（志津）Ө ・・・満願寺温泉館前Ө

Ө

■既存箇所Ө

・磧の本橋Ө ・・・馬場川（馬場上）Ө

・和田橋Ө ・・・中原川（中原小学校前）Ө

・田の口橋Ө ・・・中原川（平瀬）Ө

・田の原大橋Ө ・・・田の原川（田の原）Ө

・志賀瀬・満願寺川Ө ・・・動馬喜Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

Ө

■南小国町公式ホームページӨ

ԸՈՈՄՇԄӹӹՋՋՋӸՈՃՋՂӸՁԺՂԱՁԺՃԷՉՂԺӸՀԷӸԻՄӹՈՃՄӸԸՈՁՀӨ

Ө

※「スマートフォン」からもご覧いただけます。Ө

Ө Ө Ө ※パソコンでご覧いたたく場合は「トップ画面の左側」、Ө

スマートフォンからご覧いただく場合は「トップ画面をӨ

下方向にスクロール」し、（右の）バナーをクリックしてください。Ө

Ө

■注意事項Ө

※ケーブルテレビ１０チャンネルでは、リアルタイムの「動画」を放映します。Ө

※南小国町公式ホームページでは、リアルタイムの「３０秒毎の自動更新の静止画」を表示

します。Ө

※放映及び表示は警報発令時や警報発令が予想される際などのみで、平常時は放映及

び表示はしません。Ө

Ө

■問い合わせӨ
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ダイヤモンド婚夫婦表彰

100歳のご長寿を祝福
～令和２年度100歳表彰～

　昭和 35 年（1960 年）に結婚し、今年結婚 60
年目のダイヤモンド婚を迎えた町内 12 組のご夫婦
に、髙橋町長がそれぞれのご自宅で表彰状と記念品
を贈りました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症予防のため玄
関口での表彰状授与となりましたが、皆様笑顔でお
迎えいただきありがとうございました。

令和２年度　ダイヤモンド婚表彰者名簿（行政区・50 音順　敬称略）昭和 35 年結婚夫婦　年齢は 10 月１日現在

黒
くろかわ

川　嘉
よしてる

輝（85）、エツ子
こ

（80）　新町１ 石
いしばし

橋　吾
ごすけ

介（85）、サチ子
こ

（82）　瓜上上

児
こだま

玉　芳
よしひさ

久（90）、富
とみこ

子（79）　　上町１ 下
しもじょう

城　信
のぶとも

朝（84）、たず（82）　　落　見

松
まつざき

﨑　一
かずお

雄（87）、節
せつこ

子（83）　　下町１ 橋
はしもと

本　幸
ゆきと

人（85）、ハツ子
こ

（82）　志童子

佐
さとう

藤　陽
よういち

一（82）、勝
かつよ

代（82）　　赤馬場 井
い

　　粂
くめかず

一（85）、清
きよこ

子（84）　　白　川

宅
たくの

野　勝
かつひさ

尚（82）、秋
あきよ

代（82）　　脇　戸 北
きたざと

里　康
やすお

男（91）、貞
さだこ

子（86）　　黒　川

安
あんどう

藤　　保
たもつ

（85）、キミ子
こ

（82）　戸　無 北
きたざと

里　和
かずと

刀（83）、ハル子
こ

（77）　田の原

表彰状を受け取る児玉芳久様・富子様　御夫妻

　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を迎える町内の長寿者２名に、内閣総理大臣から祝状と記念品、
町からは表彰状などが贈られました。今回、日本全国で 100 歳表彰の対象者は 41,802 人です。
おめでとうございます。いつまでも元気で笑顔でお過ごしください。

松本フミさん（米山上） 佐藤トミ子さん（扇下）
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さわやかな秋晴れの中で開催されました

役場での協定締結式の様子

試食会の様子里芋掘りの様子

健康づくりの推進等に関する連携協定を締結しました

きよらカァサ収穫祭

農家民泊体験活動

　10 月 13 日（火）健康づくりの推進等に関する連携
協定の締結式が行われました。今回の協定は、南小国
町と阿蘇郡市薬剤師会の間で結ばれたもので、今後、
健康づくりや医療費の適正化に向けて協力していくこ
とになります。町民の皆さんが、薬について良く知っ
ていただく機会を増やす事、薬について困っているこ
とを相談できる場所を確保する事は、重要な課題です。
また、町が健康づくり、医療費適正化の面で抱えてい
る問題についても明確にし、解決していく必要があり
ます。そのために、今回町は強力なパートナーを得た
事になります。町民の皆さんの健康寿命の延伸を目指
して、今後活動を紹介して参ります。皆さん応援をよ
ろしくお願い致します。

　10 月 24 日（土）と 25 日（日）の 2 日間、きよらカァ
サで毎月開催されているミニイベントの一環として、
収穫祭が開催されました。この収穫祭は町内の加工団
体や生産者に呼びかけて出店され、しいたけ狩り体験
や牧場グッズの販売などが行われました。また、おか
らコロッケやホイルで焼いた里芋・マコモダケなど、
秋を楽しめる食べ物も出店されていました。ささやか
ながら久しぶりのにぎわいに、訪れた人たちはイベン
トを楽しんでいました。

　10 月 28 日（水）～ 30 日（金）の３日間、子どもたちに南小国町の基幹産業である農業を体験してもらう
ことを目的に、町内７か所の農家で農家民泊体験活動が実施されました。南小国中学校の１年生 18 名が
２～３人ずつの班に分かれ、それぞれの農家で里芋の収穫体験などを行いました。最終日には 3 日間の
活動報告をプレゼンし、その後、町内の農産物を使った料理を持ち寄っての試食会が行われました。来賓
の方からは「今回の体験を今後に活かしていってほしい」といった声が聞かれました。
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　町の政策顧問である枝廣淳子さんを講師として「SDGs ※」に関するオンライン形式での講話を南小国中
学校で実施しました。SDGs は町の未来を担っていく子どもたちにも深く関係しており、SDGs に対する
理解を深めることで世界に通用する大人になってほしいとの思いから教育委員会が企画したものです。今
回の講話では、講師から SDGs の詳しい説明がされ、それぞれの目標が『自分』・『南小国町』・『これから
先の未来』にどのように関係し、その実現に向けて一人一人が何をすべきなのかを考える内容となってお
り、生徒は自分や周りの事と重ね合わせながら、講師の話を熱心に聞いていました。質疑応答の時間には、
生徒から「目標を達成したことを
評価する数値は何なのか？」など
鋭い質問もあり、講話はとても充
実した時間となりました。

SDGs ※ …SDGs は、 国 連 サ ミ ッ
トで全会一致採択された「持続
可 能 な 開 発 目 標（Sustainable 
Development Goals）」 の こ と で
す。本町に関わりが深いものとし
て「森の豊かさを守ろう」等があ
ります。

教室でのオンライン講話の様子

芋
水
車
ひ
ね
も
す
廻
し
村
静
か　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

妻
と
行
く
散
歩
の
杖
を
鴨
に
向
け　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

電
線
に
つ
ば
め
集
い
て
旅
じ
た
く　
　
　
　
　

法　
　
　

水

日
本
晴
れ
フ
ト
ン
を
干
し
て
孫
を
待
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法　
　
　

水

病
み
て
知
る
人
の
優
し
さ
冬
ご
た
つ　
　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

出
会
う
川
も
み
合
い
な
が
ら
消
ゆ
る
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橋
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ヤ
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暫
く
は
杖
に
佇
み
秋
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
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夫
の
影
よ
ぎ
り
刈
田
に
番
鷺　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

自
転
車
に
負
け
じ
と
鳴
く
や
虫
時
雨　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

コ
ロ
ナ
禍
は
霜
月
な
れ
ど
去
り
行
か
ず　
　
　

佐
藤　

浪
子

笑
い
声
聞
こ
ゆ
る
渓
の
も
み
じ
狩
り　
　
　
　

北
里　

典
子

北
窓
を
ふ
さ
ぎ
世
の
中
遠
ざ
け
る　
　
　
　
　

北
里　

典
子

背
負
わ
れ
て
十
五
夜
さ
ん
は
村
デ
ビ
ュ
ー　
　

河
津　

ス
ヤ

木
陰
に
も
は
い
り
た
く
な
る
秋
日
和　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

絵
手
紙
の
講
師
言
ふ
「
へ
た
」
が
い
い
柿　
　

北　
　

千
鶴

湯
気
立
て
て
カ
ア
サ
厨
房
フ
ル
稼
働　
　
　
　

北　
　

千
鶴

南小国中学校で SDGs の
オンライン講話を実施10月23日（金）
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11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　

現
在
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
が
ど
の

位
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。

　

２
０
１
９
年
現
在
、
世
界
の
糖
尿
病

人
口
は
４
億
６
３
０
０
万
人
に
上
っ
て
お

り
、な
か
で
も
日
本
が
位
置
す
る
ア
ジ
ア・

太
平
洋
地
域
の
患
者
数
の
増
加
は
深
刻

で
、
２
０
１
９
年
は
１
億
６
３
０
０
万

人
と
、
全
世
界
の
約
１
／
３
が
こ
の
地

域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
調
査
で

は
、
日
本
に
お
い
て
、
糖
尿

病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
が

１
０
０
０
万
人
、
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
人
が
１
０
０
０
万
人
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
人
口
の
約
５

人
に
１
人
が
、
糖
尿
病
ま
た
は
予
備
群

と
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
食

事
や
運
動
、
服
薬
で
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
か
に

は
、
病
院
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ

た
り
治
療
が
中
断
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
方
が
全
体
の
20
～
25
％
程
度
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
に
は
い

く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
、
そ

の
よ
う
な
状
況
を
招
い
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
。

◆
高
血
糖
状
態
と
は
？

　

膵
臓
か
ら
出
る
「
イ
ン
ス

リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
）
を
筋

肉
や
脂
肪
な
ど
の
細
胞
に
取
り
込
ま
せ

る
働
き
を
し
ま
す
。
そ
の
働
き
に
よ
っ

て
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
調
整

し
血
糖
値
を
下
げ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
か
っ
た
り

量
が
少
な
い
と
、
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
に

取
り
込
め
ず
血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
溢

れ
高
血
糖
状
態
と
な
り
、
細
胞
の
中
は

ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
状

態
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
細
い

血
管
か
ら
傷
つ
き
始
め
、
様
々
な
合
併

症
を
生
じ
ま
す
。

◆
自
覚
症
状
を
感
じ
に
く
い
？

　

糖
尿
病
の
自
覚
症
状
に
は
、
の
ど
が

異
常
に
渇
く
（
水
を
た
く
さ
ん
飲
む
よ

う
に
な
る
）、尿
の
量
や
回
数
が
増
え
る
、

強
い
疲
労
感
・
倦
怠
感
が
あ
る
、
甘
い

も
の
が
急
に
欲
し
く
な
る
、
食
欲
が
異

常
に
強
く
な
る
、
食
欲
は
あ
る
の
に
痩

せ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
血
糖
値
が
基
準
よ
り
も
少

し
高
く
、
尿
に
糖
が
出
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
自
覚
症
状
は
な

か
な
か
表
面
化
し
ま
せ
ん
。「
自
覚
症

状
が
な
い
＝
健
康
の
あ
か
し
」
と
安
易

に
決
め
つ
け
放
置
す
る
と
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
が
、
糖
尿
病

の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

◆
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
時

間
を
か
け
て
神
経
や
眼
、
腎
臓
な
ど
、

様
々
な
と
こ
ろ
に
病
気
を
起
こ
し
ま
す
。

　

血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、

ま
ず
食
事
と
運
動
が
大
切
で
す
。

〇
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

・
朝
食
、
昼
食
、
夕
食
を
規
則
正
し
く

食
べ
る
。

・
夜
遅
く
、
寝
る
前
に
は
食
べ
な
い
。

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

　

主
食
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む

お
か
ず
（
魚
類
、
大
豆
製
品
、
卵
、

肉
類
等
）、
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
、

乳
製
品
（
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
）、

果
物
な
ど
1
日
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
摂
取
す
る
こ

と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
近

づ
き
ま
す
。

・
食
事
は
腹
八
分
目
ま
で
に
し
て
お
く
。

　

体
格
や
活
動
量
に
よ
っ
て
、
１
日
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
一
人
一
人

異
な
り
ま
す
。

〇
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
効
果
を
高
め
て
血
糖

値
を
下
げ
る
運
動
に
は
、
有
酸
素
運
動

と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

・
有
酸
素
運
動

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳

な
ど
の
全
身
運
動
を
指
し
ま
す
。
歩

行
の
場
合
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
一

日
一
万
歩
」
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

太
り
に
く
い
体
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
仕
事
や
家
事
で
ま
と
ま
っ
た
時
間
が

取
れ
な
い
方
は
、
毎
日
の
身
体
活
動

量
を
少
し
だ
け
増
や
す
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
階
段

を
使
用
す
る
、
駐
車
位
置
を
遠
く
す

る
、
近
場
の
買
い
物
は
歩
い
て
行
く

な
ど
、
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
確
定
申
告
資
料
の
保
管
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
所
得
税
・

住
民
税
の
確
定
申
告
に
使
用
す
る
書
類
が

関
係
各
所
か
ら
郵
送
な
ど
で
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
確
認
と
保
管
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

【
送
付
書
類
の
例
】

・
令
和
２
年
分　

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
・
令
和
２
年
分　

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
（
ハ
ガ
キ
）

・
生
命
保
険
料
払
込
証
明
書

・
医
療
費
通
知
書

　

職
場
や
年
金
事
務
所
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉
所
得
税

の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

年
末
調
整
は
年
税
額
の
精
算
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
大
部
分
の
給
与
所
得
者
に

と
っ
て
確
定
申
告
に
代
わ
る
役
目
を
果
た

す
重
要
な
手
続
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料
な
ど

の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
る

主
な
改
正
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上

の
措
置
及
び
寡
婦（
寡
夫
）控
除
の
改

正 
②
給
与
所
得
控
除
の
改
正

③
基
礎
控
除
の
改
正

④
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

⑤
各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
の
扶

養
親
族
等
の
合
計
所
得
金
額
要
件
等

の
改
正

　

お
っ
て
、
令
和
２
年
分
の
年
末
調
整
説

明
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、
参
加

さ
れ
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
の
安
全

を
考
慮
し
、
全
国
一
律
で
開
催
を
中
止
い

た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.nta.go.jp　

又
は

国
税
庁

検
索
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
２
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族(

配
偶
者
や
お
子
様
等)

の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

■
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
民
間

委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

《
令
和
２
年
10
月
か
ら
》

委
託
民
間
事
業
者

　
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
０
０（
８
０
８
）７
０
０
０

＊
民
間
事
業
者
の
訪
問
員
に
よ
る
収
納
業

務
は
平
成
29
年
10
月
以
降
、
廃
止
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
等
の
現
金
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
」

☎
０
９
６（
３
６
７
）８
１
４
４

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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�
� 未 来 づ く り 通 信�YRO����

町内初の取り組み！協働型プロジェクトマネジメント研修を実施しました�

�
株式会社 602 南小国の未来づくり事業部では、町内外問わず、南小国町で新しい事業や

取り組みに挑戦する方を応援することを目的として、「起業型地域おこし協力隊」の活動支
援をはじめ、さまざまな形で地域の活性化に取り組んでおります。�
今回は、その一環として、����年 �月 ��日に南小国町が発表した新たな補助金制度「南

小国町協働型逆境克服チャレンジ支援事業補助金」の対象となる町内事業者向けに、プロジ
ェクトを円滑に進めるための研修を行いました。�
602 南小国では、協働型逆境克服チャレンジ支援を受けている三つの事業者を、申請書

類のサポートや事業計画の相談、有効な補助金の活用施策などを支援しています。�
実際に事業を進めていく上で、複数の事業者と協働して期待した結果を得るために必要な

のが、プロジェクトマネジメントと言われる専門知識です。プロジェクトマネジメントとは、
「プロジェクトを成功させるために工程を管理すること」です。研修では、経営学の観点か
ら組織マネジメントを専門に人材育成をされている株式会社ワークシフト研究所所長・国保
祥子（こくぼ�あきこ）様を講師にお招きしました。�

�

講師からは、「プロジェクトのリーダー
は、予算・人・時間といった限られた資源
を活用する推進力が重要」と、プロジェク
トを成功させるための心構えについて説
明がありました。またトラブルが生じたと
き、どのように解決に導くか？リーダーが
チームの管理に時間を割くための効率的
な時間の使い方は？といった問いに対し
て具体的なアドバイスもありました。�

>引用@�ビジネスパーソンのための「プロジェクトマネジメント入門」ビジネス＋,7：KWWSV���ZZZ�VEELW�MS�DUWLFOH�FRQW��������	JLG QXOO	SLG ��
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�
�

�
�
�
�
�
�
�

プロジェクトマネジメント研修� 参加者の声�

今回の研修に参加された皆様からは、満足度の高い感想をいただきました。�
●自分がリーダーを務める部署の状況に置き換えて聞くことができ実践的であった�
●一つのプロジェクトに複数の人が協力する形だからこそ生じる問題のイメージができた�
●起こりうるハプニングやリスクを予め想定した上で計画する必要性が理解できた�
●プロジェクトのリーダーは全体を管理するための余力を残しておくことも仕事だと学んだ�

� � � �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� � � 602南小国では、����年 �月末まで協働型逆境克服チャレンジ支援事業に挑戦する三つの�

事業者様をサポートしています。各プロジェクトの活動内容については、また次号以降でお知�
らせいたします。�

※感染症対策のため参加者全員に消毒・検温を実施の上、フェイスシールド着用で行いました。�
�
�

未 来 づ く り 通 信�YRO����

＼�起業塾�新規募集のお知らせ�／� ��月 ��日（金）��時�締切�
����年度南小国町起業型地域おこし協力隊の選考を兼ねて、��月
�日（金）～�日�日�、�月 �日（金）～�日（日）の二回に分けて、
地域活性や社会起業家育成の専門家とともに � 泊 � 日で自分の挑
戦プランを立てるプログラムです。�
申込対象者は、町外の方となりますが、終了後には、町民向けの発
表会も予定しています。詳細は未来づくりブログまで�⇨�⇨�⇨�
（株）602南小国�未来づくり拠点02*（南小国町赤馬場 ������）☎080�����������

スマホで読み取り�
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10
月
19
日（
土
）に
南
小
国
中

学
校
の
「
文
化
の
日
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
の
テ
ー

マ
は
「
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
～
心
を

一
つ
に　

光
あ
る
未
来
へ
～
」

で
す
。Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ（
ス
レ
ッ

ド
）
は
、
日
本
語
に
訳
す
る
と

糸
で
す
。
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
実
行
委
員
会

は
、
次
の
よ
う
に
寄
せ
て
い
ま

す
。「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
学
年
間
の
絆
を
深
め
る

交
流
の
場
が
減
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
１
本
の
糸
の
よ

う
に
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、
協

力
し
光
り
あ
る
未
来
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。」

　

体
育
館
の
壁
に
は
、
写
生
大

会
の
絵
、
習
字
、
各
委
員
会
の

取
組
、一
年
生
の
壁
新
聞
（
自
然

体
験
）
等
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
休
憩
時
間
に
掲
示
物
を
見

学
す
る
よ
う
に
放
送
と
通
じ
て

観
客
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
練
習
の

時
か
ら
密
を
避
け
る
た
め
に
、

映
像
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
発
表
は
、
一
年
生
に

よ
る
「
み
ん
な
で
」
で
す
。
発

表
の
中
で
、
卒
業
す
る
時
、
こ

ん
な
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
に
し
た
い

と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
感
心
し

ま
し
た
。
一
年
生
は
、
道
徳
の

教
材
や
学
校
行
事
を
題
材
に
動

画
を
作
成
し
こ
れ
か
ら
中
学
校

生
活
を
送
る
上
で
大
切
に
し
た

い
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

次
の
発
表
は
、
二
年
生
に
よ

る
「
町
イ
ン
タ
ー
ン
と
沖
縄
」

で
す
。
町
イ
ン
タ
ー
ン
に
向
け

た
学
習
や
沖
縄
の
修
学
旅
行
に

向
け
た
学
習
の
内
容
を
プ
レ
ゼ

ン
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
大
工
な

ど
の
職
業
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ

て
い
た
こ
と
や
沖
縄
の
文
化
や

歴
史
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
し

て
い
た
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
次
の
発
表
は
、
三
年
生

に
よ
る
「
君
を
忘
れ
な
い
」
で

す
。
内
気
な
主
人
公
「
ヒ
ロ
」

が
ク
ラ
ス
内
で
起
こ
る
い
じ
め

に
立
ち
向
か
い
、
成
長
し
て
い

く
物
語
で
す
。
神
様
や
リ
ン

カ
ー
ン
が
登
場
し
い
じ
め
を
解

決
し
て
い
く
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組

に
感
心
し
ま
し
た
。
最
上
級
生

で
あ
る
三
年
生
の
ま
と
ま
り
を

感
じ
た
発
表
で
し
た
。

　

５
番
目
は,

吹
奏
楽
部
演
奏

で
し
た
。
５
曲
を
見
事
に
演
奏

し
ま
し
た
。
演
奏
に
合
わ
せ
、

全
校
生
徒
が
お
ど
り
だ
し
た
の

に
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
群
青
」
の
全
校

合
唱
で
し
た
。
毛
利
君
の
指

揮
、
佐
渡
さ
ん
の
伴
奏
で
見
事

な
ハ
ー
モ
ー
ニ
で
し
た
。

　

完
璧
な
コ
ロ
ナ
対
策
が
行
わ

れ
、
安
心
し
て
参
観
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
少
し
寒
さ
を

感
じ
ま
し
た
が
、
心
が
温
か
く

な
る
す
ば
ら
し
い
文
化
の
日
で

し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

○
短
い
期
間
で
の
練
習
、準
備
、

学
習
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
か
っ

た
で
す
。
今
日
は
、
寒
い
日
に

な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
る
姿
に
心
が
温
ま
り
ま

し
た
。
先
生
の
思
い
あ
っ
て
の

事
で
感
謝
し
ま
す
。
感
動
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
み
ん
な
楽
し
い
そ
う
に
し
て

い
て
、
見
て
い
て
親
と
し
て
安

心
で
き
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
み
ん
な
で
踊
る
姿
も
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。

○
ド
ラ
マ
を
撮
り
編
集
す
る
と

い
う
大
変
な
作
業
を
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
思
わ
ず
ウ

ル
ウ
ル
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

吹
奏
楽
の
演
奏
も
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
３
年
生
の
成
長
を

見
る
こ
と
も
で
き
、
生
徒
た
ち

の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
各
学
年
事
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ

の
中
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
忠
実
に
表

現
さ
れ
て
、
大
変
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

198

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
文
化
の
香
り
高
く

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

１年生壁新聞（自然体験学習）

吹奏楽部による演奏
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秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
～
11
月
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
一
度
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と

な
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
期
を
迎
え
る
の

に
あ
た
り
、
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
強
く

持
ち
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
事
が
目

的
で
す
。

　

最
近
で
は
、
全
国
的
に
放
火
の
被
害
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
の
周
り
や
玄

関
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
収
納
し
て
い
た
暖

房
機
器
等
を
使
用
す
る
際
は
、
使
用
前
に

清
掃
・
点
検
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　

そ
の
火
事
を

　
　
　
　

防
ぐ
あ
な
た
に

　
　
　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル

新
職
員
紹
介

　

本
年
度
採
用
さ
れ
た
６
名
の
新
職
員
が

消
防
学
校
の
初
任
科
教
育
を
終
え
、
北
部

分
署
に
は
１
名
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

〇
石
原　

大
誠
（
小
国
町
出
身
）

　
「
早
く
現
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
阿
蘇

内
の
地
域
性
を
理
解
し
、
職
務
に
全
う
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
輩
方
の

よ
う
に
立
派
な
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
常

に
消
防
士
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
消
防
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者（
児
童
を
現
に

監
護
す
る
者
）が
児
童（
18
歳
未
満
の
者
）に

対
し
て
虐
待
を
加
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
父
母
の
み
で
な
く
、
内
縁

関
係
者
な
ど
現
に
児
童
の
養
育
に
当
た
っ

て
い
る
者
を
含
み
ま
す
。

　

○
身
体
的
虐
待

　

○
性
的
虐
待

　

○
ネ
グ
レ
ク
ト（
怠
慢
又
は
拒
否
）

　

○
心
理
的
虐
待

　

児
童
虐
待
か
な
と

思
っ
た
ら
…
た
め
ら

わ
ず
に
電
話
等
に
よ

る
通
告
、
通
報
を
！

【
通
告
】

児
童
虐
待
事
案
は
、
児
童
相
談
所
へ

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
８
９｣

（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

【
通
報
】

緊
急
の
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又

は
１
１
０
番
へ

　

10
月
12
日
～
25
日

　
　「
女
性
に
対
す
る

　
　
　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
と
被
害
者
の

間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
、
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

性
犯
罪
等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い

く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
等
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
ま
す
。
警
察
へ
の
早
期
相
談
が
解
決

の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
重
大
な
被
害
に

遭
う
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

警
察
安
全
相
談
室

☎
０
９
６（
３
８
３
）９
１
１
０

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
か
ら
は

＃
９
１
１
０　
　
　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番

☎
０
９
６（
３
８
４
）１
２
５
９

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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18,764 

差　　引　　額

305,008 

153,480 

458,488 

299,469 

140,255 

439,724 

特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘特別会計

養護老人ホーム湯の里荘特別会計

合　　　　　　　計

構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

歳 出 決 算 額歳 入 決 算 額特　別　会　計　名

5,539 

南阿蘇村

西原村

大きな事業を行うために国や県、金融機関から借り入れたお金
です。

4.1 % 

（単位：千円）

説 明

諸 支 出 金 0 0.0 % 特別会計等への繰出金です。

534,430

58,736

2,614,662

財 産 収 入

50.7 % 

10.3 % 

100.0 % 

483 

35,838 

62,096 

81,702 

127,800 

繰 入 金

12,734 

153,178 

1,536,702 

311,830 

3,032,668 

0.4 % 

5.0 % 

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

2,614,662 

（単位：千円）

合　 計

項 目 金 額 構 成 率

項 目 金 額 構 成 率 説 明

預金利子、受託事業収入及び雑入による収入です。

3,083,501 

84.8 % 

5.2 % 

0.0 % 

0.0 % 

1.2 % 

2.0 % 

2.7 % 

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

市町村名

阿蘇市

南小国町

小国町

産山村

高森町

（単位：千円）

基金の利子及び財産売払（公用車）による収入です。

組合事業の財源として基金から繰り入れたお金です。

前年度からの繰越金です。

金　　額

1,105,638

214,596

326,580

76,348

298,334

◎一般会計決算状況

繰 越 金

諸 収 入

◎特別会計決算状況

組 合 債

合 計

当組合が行う事業のため、構成市町村が負担するお金です。
市町村別の金額は右図のとおりです。

ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等による収入です。

特定の事業を行うために国が交付するお金です。

消 防 費 1,018,224 33.6 % 消防、救急活動の費用です。

160,920 

0 

組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査会、
障害支援区分認定審査会の運営費も含まれています。

生活に密接した事業費で、火葬施設及び一般廃棄物処
理施設の運営費です。

国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。

100.0 % 

（単位：千円）

合 計

13,225 

歳出総額 ３，０３２，６６８千円

令和２年第３回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、令和元年度

決算が承認されました。

決算状況は、次のとおりです。

阿 蘇 広 域 行 政 事 務 組 合 阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々の生命と

財産を守り、生活環境の整備と豊かで住みよい地域社会を作るた

めの仕事をしています。

決算の詳しい内容は、下記ＵＲＬからもご覧いただけます。

阿蘇広域行政事務組合

TEL 0967-24-5111
URL http://www.aso.ne.jp/~koiki/

歳入総額 ３，０８３，５０１千円
市町村別負担金一覧表

令和元年度一般会計における歳入総額は３，０８３，５０１千円となり、前年度

３，１８９，７８１千円と比べて、１０６，２８０千円の減となりました。

令和元年度一般会計における歳出総額は３，０３２，６６８千円となり、前年度

３，１２７，６８５千円と比べて、９５，０１７千円の減となりました。
清掃施設（３ヶ年継続事業）の年割額の差、阿蘇中部斎場火葬炉制御盤更新工事の完了による減

額、湯の里荘特別会計に対する繰出金の皆減などが主な要因です。

議会費

(0.4%)

総務費

(5.0%)

衛生費

(50.7%)

消防費

(33.6%)

公債費

(10.3%)

【歳出】

分担金及び

負担金
(84.8%)

使用料及び手数料
(5.2%)

財産収入
(0.0%)

繰入金
(1.2%)

繰越金
(2.0%)

諸収入
(2.7%)

組合債
(4.1%)

【歳入】

令 和 元 年 度 決 算 報 告
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〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

『
わ
く
わ
く
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』

　

今
回
、紹
介
す
る
の
は
、『
わ
く
わ
く
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』で
す
。子
供
た
ち

に
、色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
、立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。

運
動
の
基
本
の
「
走
る
・
飛
ぶ
・
投
げ
る
」

が
揃
っ
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心

に
、他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
伺
っ
た
日
は
、シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
の

日
で
、上
級
生
が
リ
ー
ド
し
て
、み
ん
な
で

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
準
備
し
て
い
ま
し
た
。指

導
者
の
佐
藤
さ
ん
と
坂
本
さ
ん
と
一
緒
に
、

準
備
運
動
か
ら
始
ま
り
、手
を
大
き
く
振
っ

た
り
、広
げ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。そ
の

あ
と
、低
学
年
と
中
高
学
年
に
分
か
れ
て

練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

低
学
年
は
、ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
、ボ
ー

ル
の
当
て
方
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。は
じ
め
は
打

て
な
か
っ
た
子
供
た
ち
も
、少
し
ず
つ
コ
ツ

を
つ
か
ん
で
前
に
打
て
る
よ
う
に
な
り
楽

し
そ
う
で
し
た
。段
々
と
ラ
リ
ー
に
な
る
場

面
も
増
え
、上
達
の
速
さ
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、中
高
学
年
で
は
半
々
に
分
か
れ

て
、ボ
ー
ル
の
打
ち
方
や
具
体
的
な
技
術

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、力
強
く

打
っ
て
い
ま
し
た
。今
後
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
も
す
る
予
定
で
、冬
は
外
も
寒
く

運
動
量
が
減
る
の
で
、な
る
べ
く
た
く
さ
ん

体
を
動
か
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、14
名
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
、毎

週
火
曜
日
16
時
30
分
～
18
時
ま
で
、り
ん

ど
う
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、い
つ
で
も
お
気
軽

に
教
育
委
員
会
事
務
局
【
☎（
４
２
）

０
０
４
７
】ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

♡
心
を
ひ
と
つ
に
光
あ
る
未
来
へ
♡

　

10
月
17
日（
土
）、「
南
中
文
化
の
日
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「TH

READ

～
心
を

ひ
と
つ
に
、
光
あ
る
未
来
へ
～
」
で
し
た
。

「TH
READ

」
と
は
、
日
本
語
に
訳
す
る

と
「
糸
」
を
意
味
し
ま
す
。
昨
今
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
社
会
の
様
々
な
状
況
を
大

き
く
変
え
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
心
に
さ
え
も

影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な

を
つ
な
ぎ
、
希
望
溢
れ
る
未
来
を
築
い
て
い

こ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
た
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

今
回
の
「
南
中
文
化
の
日
」
に
つ
い
て
も
、

例
年
で
あ
れ
ば
一
日
が
か
り
の
行
事
だ
っ
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
対
策
と
し

て
、
開
催
日
程
の
短
縮

は
も
と
よ
り
、
そ
の
内

容
と
発
表
方
法
等
、
全

て
を
ゼ
ロ
か
ら
組
み
直

し
て
の
取
り
組
み
で
し

た
。
ま
た
、
参
観
対

象
者
に
つ
い
て
も
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
地
域
の

方
々
に
広
く
お
声
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

生
徒
の
ご
家
族
の
方
々

限
定
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
次
第
で
し
た
。

　

発
表
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
日
頃
の
学
習
の

成
果
の
一
端
を
お
伝
え

す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
南
小
国
町

を
背
負
っ
て
い
く
子
ど
も
ら
が
確
実
に
育
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
だ
け
る
時
間
だ
っ

た
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
広
報
誌
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、本
校
生
徒
が「
ま
ち
イ
ン
タ
ー
ン
」

や
「
民
泊
農
業
体
験
」
で
地
域
の
皆
様
方
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
の
熱
意
に
学
ば
せ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
本
校
生
徒
ら
は
こ
の
町
の
こ
と
が
、

も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

文
責
：
狹
間
卓
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

全校合唱

2年生発表
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９
月
16
日（
水
）に
２
学
年
の
総
合
的
な

探
究
の
時
間
「
尚
志
」
の
授
業
で
、
山
形

県
立
小
国
高
校
、
岩
手
県
立
大
槌
高
校
、

そ
し
て
本
校
の
３
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
分

か
れ
て
交

流
を
し
ま

し
た
。
各

校
の
紹
介

を
行
っ
た

後
は
、
10

グ
ル
ー
プ

に
分
か

れ
て
「
田

舎
あ
る
あ

る
」
を
言

い
合
っ
た

り
、
自
己
紹
介
や
調
べ
て
い
る
テ
ー
マ
を

話
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
、
生
徒

達
は
緊
張
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ス
タ
ン

プ
機
能
を
使
っ
た
り
、
音
を
消
し
て
い
る

間
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
り

と
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
交
流
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
他
校
の
行
事
や
生
徒
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
次
は
11
月
に
探

究
活
動
の
中
間
報
告
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
予
定
で
す
。
３
つ
の
学
校
の
探
究
活

動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
互
い
に
刺
激

を
受
け
な
が
ら
よ
り
深
く
学
習
が
進
め
ら

れ
る
機
会
と
な
り
そ
う
で
す
。

小
国
支
援
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

９
月
19
日（
土
）小
国
ド
ー
ム
に
て
「
小

国
支
援
カ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
小

国
支
援
カ
ッ
プ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正

式
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
あ

り
、
本
校
高
等
部
の
「
総
合
的
な
（
学
習

／
探
求
）
の
時
間
」
で
、
準
備
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
参
加
者
の
範
囲
を
限
定
し
、
感

染
対
策
を
行
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
・
中
学
部
の
児
童
生
徒
、
そ

し
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
の
職
員
と

保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
20
チ
ー
ム
１
２
０
人
の
参
加
と
な

り
、
例
年
と
同
じ
よ
う
に
盛
り
上
が
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し

み
、
時
に
は
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命

プ
レ
イ
す
る
姿
を
見
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

学校新聞「小国支援だより」
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

with コロナ、ポストコロナの時代に
小国公立病院　副院長　片岡 恵一郎

　新型コロナウイルスと人類の付き合いが始まり、やがて 1年が経とうとしています。世界中に
今なお感染者と死亡者を増やし続けているこのウイルスは、どうやらかなり厄介なもので、人間
の体を使いながら拡散していく能力に非常に長けており、人間社会の様々なバランスを変容させ
てしまうだけの影響力をもっているものでした。人々の抗体保有率がまだまだ低い現状を考える
と、あと 2年ほどは現在の感染拡大を予防する為の生活様式を続けなければならないと言われて
います。このwithコロナの時期にどの様なビジョンを持って社会システムを再構築するかによっ
て、私達のポストコロナの生き方も変わってきそうです。
　どうせならば、ポストコロナの世界は、ビフォーコロナよりも良いものにしていく様にリ・デ
ザインしていくべきであり、その為に私達はwith コロナの今、最大限に知恵を絞るべきです。
　今後の世の中の進んでいくべきビジョンとして「開疎化」「ゾーン分け」
「テクノロジー」という３つの keyword が私の頭に煌めいています。コ
ロナが好む３密都市部から離れ、開放された疎な空間に人間が居住する
「開疎化」、人の移動量（人数×移動距離）を適正化する「ゾーン分け」、
密を避けた人間をデータとデジタルでつなぐ「テクノロジー」。これまで
は緩やかに我々の生活に入り込もうとしていた変革が、コロナをきっか
けに急速に世界中に浸透していく事になります。そして、それに乗り遅れた地域・業界はきっと
淘汰されていくでしょう。
　新型コロナにより、小国公立病院自体も大きく揺さぶりをかけられております。日々が変化へ
の対応の連続です。小国郷の中核病院として、次の世代に繋いでいける、持続可能な医療・介護
体制を作っていける様に、町の皆様と共に努力を続けて参ります。

常勤医師よりひとこと
小国公立病院　総合診療科　医師　水橋由美子

　女性の社会進出に伴い、私の勤務する小国公立病院でもますます女性の活
躍が期待されています。一方でライフイベントである妊娠出産育児に対する
様々なサポートの必要性も叫ばれています。
　以前、私がとある地域病院を見学した際に、看護師長が医師夫婦の子供を
自分の子供のように可愛がり、育てていたことに驚いたことがあります。ま
た看護師同士でも同様に、お互いの勤務時間に応じて其々の子供達を一時的

に保育し合うことがあるとも聞きました。そこでは当たり前のことと言われていましたが、私に
とっては新鮮で、まさに人間関係が親密で、病院が一つの共同体と成り立っている、いわゆる地
域医療の現場を垣間みた瞬間でした。
　私は小国のことをまだまだ知らない身ではありますが、今後も女性が活躍できる小国公立病院
が存続できるよう、何かお役立ちできればと考えます。
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10
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

10
月
は
、
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
鳥
類
学
者
だ
か
ら
っ
て
、
鳥
が
好
き
だ
と
思
う
な
よ
。

②
新
・
エ
リ
ー
ト
教
育

　
　

混
沌
を
生
き
抜
く
た
め
に
つ
か
み
た
い
力
と
は

③
未
来
の
学
校
の
つ
く
り
か
た

④
半
沢
直
樹　

ア
ル
ル
カ
ン
と
道
化
師

⑤
世
界
一
美
味
し
い
手
抜
き
ご
は
ん　

最
速
！

⑥
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ　

科
学
の
実
験

　
　

あ
そ
び
・
工
作
・
手
品　

新
版

⑦
ほ
ん
と
う
の
星

⑧
花
ま
ん
ま 

⑨
三
体
２　

黒
暗
森
林　

下

⑩
ど
う
ぞ
の
い
す

⑪
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
を
さ
が
せ
!!

⑫
英
語
対
訳　

ム
ー
ミ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス

⑬
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
ト

⑭
福
沢
諭
吉
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４５３回市（１０月２０日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 258（本売）
10～13㎝ 389（本売） 359（本売）
14～16㎝ 14,690 13,040 6,700
18～22㎝ 12,000 10,800 6,800
24～28㎝ 12,600 10,800 8,500
30㎝上 11,500 9,500 8,500

3ｍ

4～9㎝ 145（本売）
10～13㎝ 285（本売）
14～16㎝ 13,500 12,590 7,000
18～22㎝ 12,000 10,500 6,600
24～28㎝ 9,000 6,600
30㎝上

6ｍ
14～16㎝
18～22㎝
24㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 14,890 11,690
18～22㎝ 16,390 11,620
24～28㎝ 16,220 11,620
30～38㎝
40㎝上

3ｍ
14～16㎝ 11,100
18～22㎝ 5,500
24～28㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 832.168 7,345,597 8,827
桧 12.821 159,862 12,468
杉、桧 58.308 423,184 7,257

計 903.297 7,928,643 8,777
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

令
和
３
年
南
小
国
町
成
人
式

の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
成
人
式
に
出
席
さ

れ
る
新
成
人
及
び
ご
家
族
の
参

加
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

ま
だ
、
出
欠
書
類
の
提
出
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
、

教
育
委
員
会
に
書
類
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
令
和
３
年
南
小
国
町
成
人
式
】

【
日
時
】

令
和
３
年
１
月
３
日

受
付　

午
後
１
時
～

開
式　

午
後
１
時
30
分

【
場
所
】

南
小
国
町
役
場
内

　
　
　

き
よ
ら
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

南
小
国
町
教
育
委
員
会

☎（
４
２
）０
０
４
７

保
育
園
入
園
説
明
会
の
ご
案

内
　

南
小
国
町
立
保
育
園
の
来
年

度
入
園
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
各
申
請
書
等

の
書
き
方
や
添
付
書
類
の
こ

と
、
町
の
子
育
て
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
15
名
の
予
約
制
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
を
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
お
時
間
に
添
え

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
説
明
会
日
程
】

11
月
19
日（
木
）

（
１
回
目
）
午
前
10
時
～

（
２
回
目
）
午
後
１
時
30
分
～

（
３
回
目
）
午
後
３
時
～

【
会
場
】　

管
理
セ
ン
タ
ー
１
階

【
そ
の
他
】

☆
年
度
途
中
入
園
を
ご
希
望
の

方
は
今
回
の
受
付
期
間
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い
て

も
各
園
の
定
員
等
に
よ
り
入

園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た
階

層
区
分
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

保
育
園
の
入
園
申
込
み
に
つ

い
て

　

来
年
度
の
南
小
国
町
立
保
育

園
の
入
園
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
在
園
児
に
つ
い
て

は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
園
を

通
じ
、
関
係
書
類
を
配
付
し
ま

す
。

【
受
付
期
間
】

11
月
24
日（
火
）～

12
月
18
日（
金
）

【
申
込
先
】

（
申
込
書
・
各
園
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

・
役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

・
町
内
各
保
育
園

【
保
育
園
一
覧
】

　

市
原
保
育
園
（
定
員
90
名
）

　

☎（
４
２
）０
１
３
５

　

中
原
保
育
園
（
定
員
20
名
）

　

☎（
４
２
）１
４
５
３

　

黒
川
保
育
園
（
定
員
30
名
）

　

☎（
４
４
）０
１
５
０

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん

へ
　
「
て
と
て
と
て　

お
た
が
い

さ
ま
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
弾
！

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

無
料
で
物
資
配
布
を
行
い
ま

す
。

〈
要
予
約
・
数
量
限
定
〉

【
配
布
日
】
12
月
20
日
（
日
）

【
会
場
】
阿
蘇
市
一
の
宮
農
業

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
ひ
と
り
親
家
庭

（
年
齢
制
限
な
し
）

【
申
込
〆
切
】
12
月
5
日
（
土
）

【
配
布
品
】
農
産
物
、食
品
な
ど

※
配
布
の
時
間
は
申
込
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
町
内
の
事
業
者
・
農
家
さ
ま

の
み
な
さ
ま
へ

　

右
記
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
支
援
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

（
例
）
農
産
物
、
食
品
（
賞
味

期
限
の
近
い
も
の
可
）日
用
品
、

試
供
品
の
提
供
な
ど

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

①
社
会
福
祉
法
人　

熊
本
県
ひ

と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会　

て
と
て
と
て　

本
部

〒
８
６
２
―
０
９
１
２ 

熊
本
市
東
区
錦
ヶ
丘
34
―
23

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
５

②
て
と
て
と
て
お
た
が
い
さ
ま

Ｂ
Ｏ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
県
北

支
部

☎
０
８
０（
８
５
９
９
）５
７
４
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
窓
口

申
請
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
窓

口
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
10
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対

し
て
、
無
料
で
顔
写
真
を
撮
影

し
、
そ
の
場
で
申
請
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
等
の
受
付
時
間
を
11
月

か
ら
、
左
記
日
程
に
て
延
長
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前

17
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

日
ま
で
に
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

【
延
長
時
間
】

毎
週
火
曜
日
～
19
時
ま
で

（
予
約
制
）
※
祝
日
を
除
く

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

ニ
ホ
ン
ザ
ル
出
没
に
つ
い
て

　

町
内
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
サ
ル
に
遭
遇
し
た
時
は
次

の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

１
．
近
づ
か
な
い

２
．
エ
サ
を
あ
げ
な
い

３
．
目
を
見
な
い

４
．
走
っ
て
逃
げ
な
い

５
．
石
や
物
を
投
げ
な
い

　

サ
ル
は
エ
サ
を
求
め
て
住
宅

地
に
や
っ
て
き
ま
す
。
収
穫
し

た
農
作
物
な
ど
を
家
の
軒
下
に

置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と

や
、
庭
や
畑
の
隅
に
あ
る
栗
や

柿
な
ど
の
果
樹
に
つ
い
て
も
収

穫
し
な
い
樹
木
は
伐
採
す
る
。

若
し
く
は
、
収
穫
す
る
分
だ
け

の
枝
を
残
す
な
ど
の
対
応
を
す

る
こ
と
も
サ
ル
を
住
宅
地
に
近

づ
け
な
い
対
策
の
一
つ
と
な
り

ま
す
。

狩
猟
期
間
に
つ
い
て

　

熊
本
県
内
で
は
、
11
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
15
日
ま
で
狩
猟

期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法

令
を
遵
守
し
て
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
狩

猟
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も

野
山
へ
行
く
際
は
、
目
立
つ
服

装
を
着
用
す
る
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】

　

11
月
20
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分

【
場
所
】

役
場　

会
議
室

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

時
間
額
７
９
３
円

（
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
熊
本

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

文
化・芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジャ

ン
ル
の
お
教
室
を
動
画
配
信
！

　

県
内
で
活
躍
さ
れ
る
各
ジ
ャ

ン
ル
の
先
生
が
、
お
教
室
（
初

心
者
～
上
級
者
コ
ー
ス
）
を
動

画
で
配
信
し
ま
す
。
文
化
・
芸

術
の
秋
、
こ
の
機
会
に
ご
自
宅

で
習
い
事
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
！

◎
ジ
ャ
ン
ル

バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

日
本
画
、
書
道
、
日
本
舞
踊
、

吟
詠
、
剣
詩
舞
、
邦
楽
な
ど

詳
し
く
は
、

ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン
グ

検
索

【
問
い
合
わ
せ
】

県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推
進

課☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
５
４

医
療
機
関
の
受
診
に
関
す
る

お
願
い

　

今
年
の
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
同
時
流
行
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
発
熱
が
あ
っ

た
方
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
を
見

分
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

適
切
な
検
査
や
感
染
防
止
の

た
め
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
や
最
寄
り
の
医
療
機

関
な
ど
に
電
話
な
ど
で
ご
相
談

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う

と
き
は
、

発
熱
患
者
専
用
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
９
６
）５
６
７

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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教えて！省エネ

寒
い
季
節
の
省
エ
ネ

　

消
費
電
力
が
跳
ね
上
が
る
冬
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
、
効
率
的
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
暖
房
時
の
室
温
は
、
20
度
を

目
安
に
調
整
す
る

　

寒
い
と
感
じ
る
時
は
、
設
定
温

度
を
上
げ
る
前
に
着
る
も
の
で
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
ニ
ッ
ト
の
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
を
一
枚
羽
織
る
と
、
体
感
温

度
は
２
・
２
度
上
昇
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ひ
ざ
掛
け
の
利
用

や
吸
湿
発
熱
素
材
の
下
着
を
着

用
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
カ
ー
テ
ン
は
床
ま
で
届

く
長
い
厚
手
の
も
の
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。窓
面
で
冷
え
た
空
気
が
、

床
面
へ
と
下
が
っ
て
い
く
の
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
エ
ア
コ
ン
や
ガ
ス
・
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー

　

暖
房
器
具
は
、
付
け
っ
ぱ
な
し

に
せ
ず
必
要
な
時
だ
け
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
出
か
け
る
前

や
寝
る
15
分
く
ら
い
前
に
は
、
切

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

　

下
に
断
熱
マ
ッ
ト
等
を
敷
き
、

床
側
に
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
分
割
し
て
温
め
る
機

能
が
あ
る
場
合
は
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

●
電
気
こ
た
つ

　

温
度
を
低
め
に
設
定
し
、
厚
め

の
こ
た
つ
布
団
（
上
掛
け
・
敷
布

団
）
で
暖
か
さ
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

部
屋
の
温
度
は
気
に
し
ま
す

が
、
忘
れ
が
ち
な
の
が
湿
度
調
整

で
す
。
快
適
な
住
空
間
は
温
度
20

度
、
湿
度
40
～
60
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

加
湿
器
を
つ
け
る
と
体
感
温
度

が
上
が
り
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
設

定
温
度
を
低
く
す
る
こ
と
も
で

き
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
も
役
立
ち
ま
す
。

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附
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「
あ
そ
正
社
員
就
職
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
！

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
で
は
、

阿
蘇
地
域
で
仕
事
を
お
探
し
の

方
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
正
社
員

求
人
を
確
保
し
、
ご
本
人
さ
ま

が
望
む
正
社
員
就
職
を
実
現
す

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
「
あ
そ
正
社
員
就
職
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
本
年
度
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
条
件
Ｕ
Ｐ
求

人
の
掲
示
（
玄
関
前
）」、「
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
お
仕
事
相

談
会
（
随
時
実
施
）」、「
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
求
人
（
希
望
条
件

を
会
社
に
提
案
）」、「
関
係
機

関
へ
の
求
人
情
報
の
提
供
（
各

自
治
体
Ｈ
Ｐ
等
）」
な
ど
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

令
和
２
年
11
月
１
日
～

令
和
３
年
１
月
３
１
日

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

☎（
２
２
）８
６
０
９

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

展
」
開
催
！

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃

の
活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵

画
、
書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の

作
品
に
、
製
作
者
の
日
々
の
活

動
や
作
品
に
込
め
た
思
い
を
添

え
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】　

12
月
22
日（
火
）～

　
　
　
　

12
月
26
日（
土
）

９
時
30
分
～
18
時
30
分

（
土
曜
は
９
時
30
分
～
17
時
15

分
）

【
会
場
】

熊
本
県
立
美
術
館
分
館
（
熊
本

市
中
央
区
千
葉
城
町
２
―
18
）

【
観
覧
料
】　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実

行
委
員
会（
県
障
が
い
者
支
援

課
内
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お

知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
4
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。

【
出
願
期
間
】

第
1
回　

2
月
28
日
ま
で

第
2
回　

3
月
16
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害

寄
附
金
に
つ
い
て

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
対
し

て
、
次
の
方
か
ら
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
10

月
28
日
現
在
で
入
金
確
認
で
き

た
方
）

（
順
不
同
）

・
オ
オ
イ　

ヒ
デ
コ　

様

・
阿
蘇
ふ
る
さ
と
の
会　

様

・（
株
）地
域
科
学
研
究
所　

様

・
苓
北
町
役
場　

様

　

災
害
復
旧
等
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

室
原　

淳
司　
様　

中
杉
田
１

（
故
）節
信　

様　
　
　
　

荒
井　

邦
生　
様　

小　

田

（
故
）榮
二　

様　
　
　
　

宇
都
宮
和
子　
様　

矢
ヶ
部

（
故
）宮
野
ナ
ガ
ミ　

様　
　
　
　

下
城
真
由
美　
様　

杉
田
下

（
故
）研
一　

様　
　
　
　

（
10
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

阿
蘇
パ
セ
リ　
様　
（
27
回
目
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

結
局
い
つ
も

　
こ
の
繰
り
返
し
ラ
ヨ
…

結
局
い
つ
も

　
こ
の
繰
り
返
し
ラ
ヨ
…

難
し
い
悩
み
は

後
に
回
そ
う
…

難
し
い
悩
み
は

後
に
回
そ
う
…

ま
た
来
年

考
え
る
こ
と
に

す
る
ん
ラ
ヨ
！

ま
た
来
年

考
え
る
こ
と
に

す
る
ん
ラ
ヨ
！

そ
れ
じ
ゃ

だ
め
で
す
よ
…

そ
れ
じ
ゃ

だ
め
で
す
よ
…

　
　
今
年
が

終
わ
る
ま
で
ま
だ

２
ヶ
月
あ
る
ん
ラ
ヨ

　
　
今
年
が

終
わ
る
ま
で
ま
だ

２
ヶ
月
あ
る
ん
ラ
ヨ

　 

今
年
も

あ
と
２
ヶ
月
を

切
っ
た
ん
ラ
ヨ…

　 

今
年
も

あ
と
２
ヶ
月
を

切
っ
た
ん
ラ
ヨ…

気
づ
け
ば

も
う
11
月
！

気
づ
け
ば

も
う
11
月
！

否
、
ま
だ
11
月

と
も
言
え
る…

否
、
ま
だ
11
月

と
も
言
え
る…

今
年
や
り
残
し

た
色
ん
な
事…

今
年
や
り
残
し

た
色
ん
な
事…

今
年
中
に
や
り
遂

げ
る
か
来
年
の
目
標

に
変
更
す
る
か…

今
年
中
に
や
り
遂

げ
る
か
来
年
の
目
標

に
変
更
す
る
か…

げ
つ
げ
つ

こ
と
し

こ
と
し

きき

が
つ
が
つ

きき

が
つ
が
つ

い
な
い
な

い
ろ
い
ろ

こ
と
こ
と

こ
と
し

こ
と
し

の
こ
の
こ

いい

おお

げ
つ
げ
つ

こ
と
し

こ
と
し

こ
と
し

こ
と
し
ち
ゅ
う

ち
ゅ
う

とと

ら
い
ね
ん

ら
い
ね
ん

へ
ん
こ
う

へ
ん
こ
う

も
く
ひ
ょ
う

も
く
ひ
ょ
う

む
ず
か

む
ず
か

な
や
な
や

あ
と
あ
と

ま
わ
ま
わら

い
ね
ん

ら
い
ね
ん

か
ん
が

か
ん
が

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

広報きよら 2020.11
20



11/
9月

10 火

11 水

12 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと・行政相談　10：00～

地域福祉センターりんどう荘
保育園説明会　第１回　10：00～
　　　　　　　第２回　13：30～
　　　　　　　第３回　15：00～　管理センター
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

20 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘
定期法律相談　13：30～　役場会議室

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 保育園入園申込受付開始日（～12月18日（金）まで）
役場福祉課　各保育園受付

25 水

26 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

27 金

28 土

29 日

30 月 固定資産税　第４期　納期限
国民健康保険税　第６期　納期限

12/
1火

2 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

3 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
5歳児健診　13：15～　管理センター

4 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

5 土 無料法律相談   10：00～12：00   要予約   りんどう荘

6 日

7 月

8 火

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

９
／
20
生　

北き
た
ざ
と里　

優ゆ
う
き
ち吉　

く
ん

　
（
父
）大
祐･

（
母
）加
奈　
　

杉
田
下

９
／
27
生　

原は
ら
む
ら村　

実み

な那　

ち
ゃ
ん

　
（
父
）幸
志･

（
母
）史
恵　
　

黒　

川

９
／
29
生　

漣
さ
ざ
な
み

　
　

昴す
ば
る　

　

く
ん

　
（
父
）誠
也･

（
母
）祐
子　
　

黒　

川

10
／
１
生　

李り　
　

梓し
よ
う陽　

く
ん

　
（
父
）李
闖･

（
母
）孫
悦　
　

田
ノ
原

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
／
24　

髙
坂　

祐
子（
64
）黒　

川

10
／
16　

宮
野
ナ
ガ
ミ（
93
）矢
ヶ
部

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

11月・12月令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（9月30日現在）

世帯数　1,784世帯
（＋３）

　男　　1,879人
（＋１）

　女　　2,078人
（－１）

　計　　3,957人
（±０）

※（　）は前月比
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10月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　（父）英将さん

　（母）美保さん

無事に生まれて元気にすくす
く育ってくれてありがとう♡
あなたが我が家の一員になっ
てくれた事に感謝です！

兵頭　天縁 ちゃん
てて んん あきあき とと

1.10.15生

田の原
　（父）達朗さん

　（母）亜衣さん

誕生日おめでとう！あーちゃん
が元気に成長していくすがた
を楽しみにしてるね。大好き
だよ！

室原　朗仁 くん

1.10.17生

杉田下

BIRTHDAY
   H

A
PPY

　（父）祐史さん

　（母）亜由美さん

あっという間に１歳になり
ましたね。
たくさん遊んで食べて笑っ
て泣いて大きくなってね！

森口　葵紗美 ちゃん
ああ ささ みみ

1.10.4生

杉田下

つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－
自
然
と
調
和
し
た
『
き
よ
ら
の
郷
』
づ
く
り
－

ǽ
ǽ
Ẉ
ẑ
Ẉ
ẑ
Ậ
ៈ
ẏ
Ắ
٥
ڒ
ᇋ
͢
Ỗ
Ӂ
Ỏ
Ể
ẛ
ị
Ẋ

№
6
8
4

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492熊

本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

　（父）徳一さん

　（母）夏子さん

お誕生日おめでとう！これ
からも賑やかな家族に囲ま
れて、元気いっぱい楽しい
毎日を送ろうね！

河津　岳 くん
がくがく

1.10.29生

中湯田
　（父）翔太さん

　（母）奈々さん

お誕生日おめでとう！歩ける
ようになったら色んな所に行
こうね。これからも元気にス
クスク育ってね！

稲土　大次郎 くん
おおおお じじ ろうろう

1.10.20生

地蔵原

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し

た
時
は
、
次
の
医
療
機
関
を
受

診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

病院名 電話番号 当番科目

11/22(日)～12/13(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

11/22(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

11/23(月) 栗林内科医院 ☎24-1024 内科・循環器内科・消化器内科（胃腸内科）

11/29(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科

12/6(日) 古閑医院 ☎22-3000 内科・消化器科・小児科

12/13(日) 問端内科 ☎32-0102 内科
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